
テーマに、甲南大学フロンティアサイエンス学部 教授の 藤井 敏司 先生にご講演いただきました。

「探究の成果をどのように伝えれば良いのか？ ～基本を押さえて分かりやすい資料を作ろう～」を

　SSC２年生 [37回生] 対象に、自然科学探究Ⅱ「科学特別講義（第二回）」が行われました。

  副委員長の田中さんによるお礼の挨拶。
「2月の発表会に役立てます。」とのこと。
藤井先生、ありがとうございました！

自然科学探究Ⅱ 科学特別講義 第２回を行いました

日　時 令和 4年 12月 9日（金）

参加者 サイエンス・サーベイ・コース(SSC)2年生〔37回生〕

内　容

「プレゼンテーション」って何？

　メモを取って自分の中で要点を押さえな
がら、集中して講義を聴くことができまし
た。

今回のテーマ

　甲南大学の藤井敏司先生から、探究の成
果の伝え方について、詳しくご教示いただ
きました。

講義を受けるSSC２年生

生徒代表お礼の挨拶

　文字の大きさやフォント、スライドの配
色などについて、具体的にアドバイスをい
ただきました。

　プレゼンテーションは発表者と聴衆のコ
ミュニケーションの一つ。発表者からの一
方通行であってはなりません。

メモを取りながら プレゼンテーション成功のコツ プレゼン資料の作り方

各班のプレゼン資料への助言

　課題研究の各研究班で作成中の発表資料
を例に、改善のポイントを具体的に教えて
いただきました。

質疑応答

　生徒からのちょっと意外な質問にも、黙
らないことの大切さを示しながら、丁寧に
返答いただきました。

　プレゼン成功のコツとして、本番では
「自信を持って楽しんでやる」こと。その
ためにはしっかり準備が必要です。

　2月の発表会に向け、各班ともプレゼンの
資料作りに取り掛かろうとしていますか
ら、大いに役立てたいところです。


